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2．ヒト肺微小血管内皮細胞におけるIL－1　BおよびTN　F一　a刺
激後のuPA　mRNA発現の検討
（内科学第五）小林　克行
急性肺傷害におけるヒト肺微小血管内皮細胞（HLMECs）
とurokinase－plasminogen　activator（uPA）の役割を明確に
するため、炎症性サイトカイン刺激によるHLMECsのuPA
mRNA発現について検討した。　HLMECsにIL－1βまたは
TNF一αを加え濃度別、及び時間経過でのuPA　mRNAを
Competitive　RT－PCR法を用いて半定量した。その結果、全
ての濃度刺激でuPA　mRNAが誘導され、4、8、12時間後で
uPA　mRNA発現の増加が認められた。これらは、急性肺傷
害などの炎症の場においてHLMECsはuPA　mRNAを早期よ
り発現し、傷害組織の修復に積極的に関与していることを
示唆している。
1．心房中隔の形態計測学的観察
（解剖学第1講座）大久保　真人
パソコン上でScion　Image（Scion　Corporation，　Worman’s　Mill
Ct．，　MD，　LSA）を用いて、解剖実習体の心房中隔の形態計測
を行なった。結果の一部を以下に示す（平均±標準誤差）。
1．観察例数　　　　　　　　2．卵円孔開存例と中隔鎌の形態
人数 年　齢
男性 68 77．03±1．31
女性 56 83．34±1．35
男女 12479．88±0．99
3．心房中隔
男性 女性 男女
卵円孔開存 6 5 11
無 27 23 50
単★ 38 32 70
中隔鎌
二分 2 1 3
三分 1 0 1
★卵円孔開存例を含む
面積（mm2） 長軸長（mm） 短軸長（mm）
男性 695．77±28，1339。24±0．8222．30±0．60
女性 612．83±26．763 37±0．8921．24±0，61
男女 658．31±19943794±0．6121．82±0．43
4．卵円窩
面積（mm2） 長軸長（mm） 短軸長（mm）
男性 152．75±10．3315．87±0．5711．35±0．45
女性 164．84±14．4616．46±0．6911．74±0．57
男女 158．21±8．7016．14±0．4411．53±0．35
5．その他
面積比（％） 中隔鎌（mm） 距離（mm） 角度（度）
男性 21．83±1．319．57±0．7910．62±0．668．19±2．12
女性 25．97±1．668．85±0．519．95±0．789．38±1．87
男女 23．70±1．059．25±0．4910．32±0，508．72±1．41
3．大動脈瘤患者でみられた脈波所見一若返り現象とその
機序
（老年病科学）杉山　　壮
【目的】大動脈瘤患者の末梢循環における循環生理学的変
化を明らかにすること。
【方法】大動脈瘤49例（AA群）、　ASO16例（ASO群）および
他の疾患群77例（対照群）の加速度脈波（SDIγrG）を頸動
脈超音波所見とともに検討した。対象は全て男性（71．5歳）
で、SDPTGより計測されたb／a、　d／a値を循環生理学的指標
として頸動脈超音波所見とともに比較した。
【結果】各群間に年齢差はなく、SDPTGの結果、　AA群の
b／a値は対照群、ASO群より有意に低く、d／a値は対照群よ
り高かった。一方、頸動脈超音波検査ではAA群の総頸動脈
径は有意に大きく、全身的なarteriomegalyの存在が示唆さ
れた。
【結論】AA群でb／a値が低かった理由は全身的な動脈拡張に
よる可能性が考えられ、壁伸展性低下を上回る動脈拡張は、
SD　PTG上、若返り現象を惹起することが示唆された。
面積比：心房中隔に対する卵円窩の面積の割合。
中隔鎌：中隔鎌の両端を結んだ距離（切痕の長さ）。
距　離：中隔鎌と卵円窩上端の間の距離。
角度：卵円窩の母軸が、卵円窩の下端と中隔鎌の中央を結ぶ線と成す角度。
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